
源
氏
物
語
・
枕
草
子
に
お
け
る
「
も
の
」
語
嚢
・
「
こ
と
」
語
彙

語
彙
研
究
の
方
法
に
　
つ
　
い
　
て
　
の
試
論東

は
　
じ
　
め
　
に

「
も
の
」
　
「
こ
と
」
両
詔
に
つ
い
て
は
、
従
来
い
ろ
ん
な
角
度
か
ら
研
究
が

な
さ
れ
て
き
て
い
る
。

日
本
語
表
現
に
お
い
て
、
こ
の
両
語
が
、
い
か
に
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い

る
か
は
、
こ
の
両
語
を
用
い
な
い
で
思
考
し
、
言
語
表
現
し
な
け
か
ば
な
ら
な

い
場
合
を
憩
橡
し
た
だ
け
で
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

過
去
の
文
献
に
徴
す
る
の
に
、
万
環
境
・
源
氏
物
語
・
徒
然
草
三
作
品
共
通

の
名
詞
の
中
、
そ
の
頻
度
に
お
い
て
、
「
こ
と
」
が
第
一
位
、
「
も
の
」
が
第

六
位
を
占
め
て
お
り
（
注
1
）
、
ま
た
、
枕
草
子
で
は
、
「
こ
と
」
が
第
二
位
、

「
も
の
」
が
第
三
位
を
占
め
て
い
る
こ
と
を
知
る
。
（
注
2
）
。

こ
れ
は
、
「
も
の
」
　
「
こ
と
」
両
語
が
、
古
来
、
重
婁
な
は
た
ら
き
を
し
て

い
た
こ
と
を
物
語
る
事
実
と
言
え
よ
う
。

「
も
の
」
と
「
こ
と
」
の
性
格
が
い
か
に
異
る
か
に
つ
い
て
は
、
既
に
論
ぜ

．
ら
れ
て
も
来
た
し
、
わ
た
く
し
な
り
に
も
、
機
会
を
得
て
論
じ
た
い
と
思
っ
て

い
る
。
わ
た
く
し
か
、
源
氏
物
語
で
調
査
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
「
も
の
」

と
し
て
把
塩
せ
ら
れ
る
対
象
と
、
「
こ
と
」
と
し
て
把
恕
せ
ら
れ
る
対
象
は
、

対
象
と
し
て
必
ず
し
も
国
定
的
な
も
の
で
は
な
く
、
言
語
主
体
が
、
対
象
を
い

か
な
る
角
度
か
ら
把
捉
す
る
か
に
よ
っ
て
交
替
す
る
、
即
ち
、
あ
る
場
面
に
お

い
て
は
、
「
も
の
」
と
し
て
把
捉
せ
ら
れ
た
対
象
が
、
他
の
場
頭
に
お
い
て

は
、
「
こ
と
」
と
し
て
把
捉
せ
ら
れ
る
、
と
い
う
現
象
が
認
め
ら
れ
る
。

わ
た
く
L
は
、
「
あ
る
言
語
主
体
が
、
何
を
『
も
の
』
と
し
て
把
え
、
何
を

『
こ
と
』
と
し
て
把
え
て
い
る
か
　
ー
　
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
こ

に
、
あ
る
言
語
主
体
の
個
性
的
な
発
憩
法
の
発
頭
と
、
独
自
の
対
象
と
を
抗
い

知
る
こ
と
が
、
可
能
と
な
り
は
し
な
い
か
。
」
と
考
え
た
。

本
稿
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
立
場
や
り
、
源
氏
物
語
と
枕
草
子
（
注
3
）
と

を
資
料
と
し
て
、
素
描
を
試
み
、
御
批
判
を
仰
ぐ
次
第
で
あ
る
。

注
1
「
万
環
莫
・
源
氏
物
語
・
徒
然
草
に
於
け
る
語
彙
の
研
究
」
楠
轍
淳
子
氏

（
甲
学
習
院
大
学
国
語
国
文
学
会
誌
』
3
号
）

注
2
「
澹
少
納
言
の
語
彙
」
田
中
正
太
郎
博
士
（
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
宜
』
2
9

の
1
3
）

注
3
「
対
校
源
氏
物
語
新
釈
」
、
「
枕
冊
子
」
　
（
日
本
古
典
全
書
本
）
を
底
本

と
す
る
。
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一
　
「
文
型
処
理
」
的
方
法

あ
る
言
語
主
体
が
、
「
も
の
」
と
考
え
、
「
こ
と
」
と
考
え
て
い
る
対
象

を
、
作
品
か
ら
抽
出
す
る
た
め
に
、
「
文
型
処
理
」
的
方
法
（
仮
称
）
を
採
っ

た
。以
下
、
例
を
源
氏
物
語
に
求
め
て
、
こ
の
方
法
に
つ
い
て
述
べ
る
。

の
　
そ
の
矧
は
、
こ
こ
に
見
す
べ
き
故
あ
る
剖
な
り
（
横
讐
苫

（
数
字
は
ペ
ー
ジ
を
示
す
）

切
　
身
を
ば
又
な
き
引
爪
叫
に
恩
ひ
て
こ
そ
（
若
菜
上
山
霊
）

右
の
例
文
で
は
、
「
笛
」
　
「
身
」
は
、
言
軍
主
体
に
よ
っ
て
、
「
も
の
」

の
概
念
に
関
与
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
。
「
も
の
」
と
し
て
認
識
せ
ら
れ
て
い
る

と
言
っ
て
も
よ
い
。
論
理
的
に
は
、
「
笛
」
　
「
身
」
は
「
も
の
」
で
あ
る
、
と

言
え
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
、
「
も
の
」
と
し
て
認
識
せ
ら
れ
た
対
象
を
表
わ

す
語
詞
の
蕉
団
を
、
「
も
の
」
語
彙
と
名
付
け
る
こ
と
と
す
る
。

佃
　
た
だ
か
や
う
に
人
に
許
さ
れ
ぬ
硯
矧
を
な
む
ま
だ
な
ら
は
ぬ
劃
な
る
（
夕

叫
川
－
J
n
）

初
　
守
、
少
将
の
封
つ
l
l
刺
繍
を
、
い
か
ば
か
り
め
で
た
き
樹
を
せ
む
と
思
ふ
に

（
東
屋
2
2
）

右
の
二
例
で
は
、
「
振
舞
」
「
あ
つ
か
ひ
」
が
、
「
こ
と
」
の
概
念
に
関
与

せ
し
め
ら
れ
て
い
る
。
論
理
的
に
は
、
「
振
舞
」
「
あ
っ
．
か
ひ
」
は
「
こ
と
」

で
あ
る
、
と
言
え
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
、
「
こ
と
」
と
し
て
認
識
せ
ら
れ

た
対
象
を
表
わ
す
語
詞
の
集
団
を
、
「
こ
と
」
語
彙
と
称
す
る
。

以
上
の
四
語
詞
は
、
い
ず
れ
も
、
言
等
三
体
に
よ
っ
て
、
対
象
が
明
ら
か

に
、
「
も
の
」
あ
る
い
は
「
こ
と
」
と
し
て
認
識
せ
ら
れ
、
叙
述
せ
ら
れ
て
い

る
文
か
ら
帰
納
し
て
得
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
次
の
よ
う
な
場
合
が
あ
る
。

酎
　
義
甜
誠
な
む
悲
し
き
こ
l
ど
な
り
け
る
（
桐
董
8
）

糾
　
明
か
さ
で
だ
に
出
で
給
へ
と
、

や
ら
ひ
聞
え
給
ふ
よ
り
は
か
の
事
な
し
。

（
夕
霧
N
N
e

右
の
二
例
で
l
「
こ
と
」
の
概
念
に
関
与
す
る
の
は
、
技
官
に
言
え
ば
、
一
そ

の
宣
命
読
む
」
「
明
か
さ
で
…
…
や
ら
ひ
聞
え
給
ふ
」
で
あ
る
。
語
詞
で
は
な

く
、
．
い
わ
ゆ
る
連
体
文
で
あ
る
。
し
か
し
、
文
節
理
論
に
拠
れ
ば
、
即
で
は
、

「
読
む
」
が
、
脚
で
は
、
「
や
ら
ひ
聞
え
拾
ふ
」
が
、
そ
れ
7
ド
1
先
行
の
文
節

を
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
「
読
む
」
「
や
ら
ひ
聞
え
給
ふ
」
を
、

そ
れ
，
ぐ
の
連
体
文
の
代
表
と
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
更
に
、
「
や
ら

ひ
韓
え
玲
ふ
」
と
い
う
用
言
奴
合
体
で
は
、
内
容
の
中
核
を
な
す
の
は
、
「
や

ら
ひ
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
「
読
む
」
「
や
ら
ふ
」
を
、
㈲
・
佃
の

「
こ
と
」
語
彙
と
し
て
帰
納
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
論
理
的
に
、
「
も
の
」
語
墓
に
属
す
る
と
判
定
し
椙
る
語

詞
や
、
「
こ
と
」
語
彙
に
属
す
る
と
判
定
し
H
る
語
詞
を
含
む
文
を
、
文
と
し

て
抽
出
し
、
難
塾
化
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
な
文
型
が
得
ら
れ
る
。

二
三
、
例
を
掲
げ
る
。
こ
の
他
の
例
は
、
紙
幅
の
都
合
で
省
略
す
る
。

＝
柏
　
柳
剖
な
ど
は
さ
る
剖
に
て
（
若
紫
－
笥
）

－
．
巴
　
あ
や
し
き
山
機
の
な
か
に
出
家
し
給
へ
る
酎
却
り
て
は
、
仏
の
責
め

添
ふ
べ
き
劃
な
る
を
な
む
来
り
持
き
侍
る
。
（
夢
浮
橋
訟
e

－
．
麻
　
し
ど
け
な
を
圃
司
財
、
い
よ
く
撃
へ
む
剖
な
し
。
（
行
幸
－
霊
）

み
づ
か
ら
の
御
珂
佃
も
、
な
は
飽
か
ね
こ
l
d
多
か
り
。
（
横
笛
－
宗
）

－
．
u
　
又
な
く
あ
は
れ
な
る
引
鋤
は
か
か
る
所
の
秋
な
り
け
り
。
（
須
磨
宗
）

：
－
た
だ
か
や
う
に
人
に
許
さ
れ
ぬ
環
組
を
な
む
ま
だ
な
ら
は
ぬ
薗
な

る
。
（
夕
顔
－
浣
）
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P
巴
　
中
の
戸
ば
か
り
隔
て
た
る
団
叫
有
刺
u
を
だ
に
い
と
い
ぶ
せ
き
剖
に

し
拾
ひ
て
　
（
竹
河
舎
○
）

う
へ
の
女
房
な
ど
も
、
よ
し
あ
る
か
ぎ
り
、

定
め
あ
へ
る
を
此
頃
の
罫
に
は
す
め
り
。

「
こ
れ
は
か
れ
は
」
な
ど

（
給
合
－
u
巴

リ

‖

ノ

ナ
ナ

リ
　
ト
　
ト

‖
ノ
リ
　
ナ
コ
　
コ

リ
け
㌶
月
二

ナ
コ
　
コ

1．11－的－コ
＜1．12－い）－サル
1．21－コトい）－

．22－程い）－コ
」′州
い
モ

．23－ノコト

1．31－トイフ

32－トイフコトい）

／ナシ
＼多シ1．4－的－一コト

1．5－コトい）一一ナリ

2．11－（ヲ1－コトナリ

2．12－号）－コトニテ

2．21－；ヲ）－コトト恩フ

臼

．22－コト（ヲ）－コトト恩7

円1
．23－ノコト（ヲ）－コトト思フ

巨）
2．31－伊）－コトニス

2．41－帥－コトニ－ス

．42－一コト（ヲ）－コトニ－ス

．43－ノコト（ヲ）－コトト－ス

2．5－（ヲ】－コトヲス
3．1－ヨリ－コトナシ

1．11－レヽ1－モノナリ

1．12－のサルモノ（ナリ・ニテ）

1．21－コトの－モノナリ

1．31－トイフモノ呵－モノナリ

1．4－的モ－ノナシ

1．5－モノの－ナリ

2．12－（ヲけルモノニテ

2．21一一（ヲ）－モノト恩フ

句

．22－コト（ヲ1－モノト恩フ

巨）

2．31－（ヲ）－モノニス

．32－コト（ヲ）－モノニス

2．41－（ヲ）－モノニ－ス

41／一一（ヲ）－モノニテ－ス

3．2－ニ似ルモノナシ

．1－ニ如クモノナシ

＜＞印は源氏物語には無く、枕草子にあるもの．

上
記
の
文
型
は
、
渾
氏
物
語
か
ら
帰
納
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
枕
草
子

か
ら
「
も
の
」
詔
克
・
「
こ
と
」
語
墓
を
抽
出
す
る
際
に
も
有
効
で
あ
る
。
二

三
、
例
を
掲
げ
る
。

H
．
〓
　
孜
風
叫
僧
は
、
い
と
は
づ
か
し
き
引
¢
な
り
（
帖
出
）

か
つ
l
封
の
l
剛
吋
村
野
つ
L
d
凰
ぶ
耳
訂
心
ふ
は
、
い
か
な
る
封
に
か

あ
ら
む
（
慧
ヱ

H
．
巴
　
な
は
め
で
た
き
こ
十
m
時
の
費
ば
か
り
の
q
d
に
か
あ
ら
む
（
N
巴
）

一
．
A
　
穂
先
の
蘇
抽
吋
川
耳
濃
き
l
射
、
．
朝
宗
払
嶽
叫
て
ゲ
宣
な
l
巧
討
J
付
l
副

は
、
さ
ば
か
り
の
軸
の
や
は
あ
る
。
〇
畠
）

－
．
ひ
　
卯
く
も
の
は
琵
琶
（
聖
e

た
ふ
と
き
こ
と
　
九
条
の
錫
杖
、
念
仏
の
回
向
。
（
当
○

ド
山
－
蟻
こ
そ
に
く
き
軸
の
の
う
ち
に
い
れ
つ
べ
く
0
8
）

ま
さ
な
き
言
も
あ
や
し
き
言
も
、
大
人
な
る
は
ま
の
む
咄
引
け
叫
が
副

を
、
若
き
人
は
い
み
じ
う
か
た
は
ら
い
た
き
封
に
聞
き
入
り
た
る
こ

そ
さ
る
べ
き
こ
と
な
れ
へ
g
e

以
下
の
例
は
省
略
す
る
。

な
お
、
文
型
と
し
て
は
把
え
に
く
い
例
も
あ
る
。
左
の
如
く
で
あ
る
。

前
後
件
（
注
）
が
例
元
と
概
括
の
関
係
に
あ
る
も
の

黒
絹
の
戌
な
ら
ね
抽
咄
紺
な
ど
老
人
ど
ら
の
宿
る
べ
き
引
功
の
た
ぐ
ひ

（
宋
摘
花
宗
こ

対
功
な
ど
見
ど
こ
ろ
あ
る
q
打
も
な
し
（
枕
霊
e

前
後
件
が
比
較
の
関
係
に
あ
る
も
の

よ
ろ
づ
の
封
よ
り
ほ
、
細
線
花
ま
こ
と
に
後
代
の
例
と
も
な
り
ぬ
ペ
く
見

給
へ
し
に
（
花
婁
巴
∞
）
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よ
ろ
づ
の
q
と
l
よ
り
矧
剖
こ
そ
、
男
は
さ
ら
な
り
、
女
も
め
で
た
く
お

ば
ゆ
れ
（
枕
怨
巴

前
後
件
が
拉
元
と
解
説
の
関
係
に
あ
る
も
の

引
剖
苛
－
封
ざ
れ
が
ま
し
き
今
や
う
の
串
の
ぴ
ん
な
い
塾
し
い

な
ど
す
る
、

男
の
と
が
に
L
も
あ
ら
ぬ
こ
と
な
り
。
（
胡
蝶
の
○
）

以
下
、
例
文
を
省
略
し
、
項
の
み
を
立
て
る
。

前
後
件
が
提
元
と
指
示
の
関
係
に
あ
る
も
の

前
後
件
が
同
柏
の
関
係
に
あ
る
も
の

前
後
件
が
条
件
と
判
断
の
関
係
に
あ
る
も
の

前
後
件
が
反
復
の
関
係
に
あ
る
も
の

文
型
と
し
て
は
把
え
に
く
く
て
も
、
前
件
と
後
件
と
が
、
論
理
的
に
関
係
し
あ

っ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
か
ら
、
「
も
の
」
語
彙
・
「
こ
と
」
語
彙
を
抽
出
す
る

こ
と
が
可
醇
で
あ
る
。

（
注
）
　
あ
る
「
存
在
」
に
関
し
て
の
叙
述
が
、
二
つ
の
中
核
的
概
念
を
、
関
係

的
に
結
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
為
さ
れ
る
時
、
そ
の
中
核
的
概
念
の
前
者

を
「
前
件
」
、
後
者
を
「
後
件
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

〓
　
「
も
の
」
罷
免
・
「
こ
と
」
巨
象

〓
ビ
述
べ
た
方
法
に
よ
っ
て
導
き
出
さ
れ
た
、
源
氏
物
語
・
枕
草
子
の
「
も

の
」
語
衰
・
「
こ
と
」
吾
桑
を
、
文
型
毎
に
環
訂
す
る
と
、
次
の
妨
一
読
の
と

お
り
で
あ
る
。

凡
例
1
「
名
」
は
「
名
詞
」
。
「
も
の
」
語
琴
▼
「
こ
と
」
語
彙
が
名
詞
で
あ
る

こ
と
を
示
す
。
名
詞
以
外
は
、
放
哲
に
は
、
た
と
え
ば
、
「
動
詞
に
よ
っ

て
代
表
さ
れ
る
成
分
」
と
す
べ
き
と
こ
ろ
を
、
便
宜
上
、
「
動
」
な
ど
と

略
記
し
た
。

2
0
の
数
字
は
、
「
も
の
」
と
い
う
語
調
が
「
も
の
」
語
嚢
に
属
す
る
語
詞

と
し
て
導
き
出
さ
れ
て
い
る
例
を
元
す
。
「
こ
と
」
吾
桑
の
場
合
も
こ
れ

に
準
ず
る
。
計
も
、
O
の
数
字
は
、
「
も
の
」
・
「
こ
と
」
と
い
う
語
詞

を
含
む
数
、
0
の
な
い
数
字
は
、
「
も
の
」
・
「
こ
と
し
と
い
う
詔
詞
を

除
い
た
「
も
の
」
語
彙
・
「
こ
と
」
語
彙
の
量
を
示
す
。

3
　
※
＜
～
も
の
は
V
と
は
、
例
え
ば
次
の
如
き
文
を
い
う
。

見
る
封
叫
は
臨
時
の
祭
。
行
事
。
祭
の
か
へ
さ
。
御
賀
茂
請
。
　
（
巴
∞
）

＜
～
も
の
V
と
は
、
例
え
ば
次
の
如
き
文
を
い
う
。

大
き
に
て
よ
き
剖
　
家
。
餌
袋
。
法
師
。
苑
子
。
牛
。
校
の
木
。
硯
の

墨
。
（
如
法
）

次
に
、
「
も
の
」
語
彙
・
「
こ
と
」
語
彙
を
一
覧
に
し
て
掲
げ
る
。
た
だ
し
、

今
回
は
、
名
詞
に
限
っ
て
鈴
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
。

＠
は
、
「
基
本
語
彙
に
関
す
る
二
、
三
の
研
究
」
　
（
『
国
語
学
』
2
4
集
）
に

お
い
て
、
大
野
習
博
士
が
お
示
し
に
な
っ
た
四
古
典
共
通
語
嚢
に
該
当
す
る
も

の
。⑧
は
、
源
氏
物
語
語
桑
の
う
ち
、
四
古
典
共
通
語
虫
に
該
当
し
な
い
も
の
。

◎
は
、
枕
草
子
と
源
氏
物
語
と
の
共
通
語
墓
。

伊
は
、
枕
草
子
に
は
あ
る
が
、
源
氏
物
語
に
は
見
当
ら
な
い
語
克
。

で
あ
る
。
ま
た
、
0
の
数
字
は
、
度
数
（
複
数
形
・
複
合
語
を
含
む
）
　
を
元

す
。
度
数
は
、
「
対
校
源
氏
物
語
新
釈
用
賀
索
引
」
に
よ
る
。
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源
氏
物
語

「
も
の
」
禁
裏

命
沓
（
2
）
、
田
舎
（
5
）

（
代
名
）

手
（
5
5
）
、
君
（
5
6
）
、 、
鼻
（
2
0
）
、
法
師
（
2
7
）
、
尼
（
望
、
笛
（
5
2
）
、
匝
（
讐

（御）

舟
（
翌
、
官
（
望
、
桧
（
7
1
）
、
香
（
聖
、
盛
り
（
【
3
）

フ
へ

匂
ひ
（
一
c
一
）
、
子
（
－
○
望
、
男
三
〇
）
、
命
（
〓
∞
）
、
未
（
－
崇
）
、
上
（
－
望
）
、
秋

（

昏

）

　

　

あ

お

り

（
－
畠
）
、
為
（
－
霊
）
、
ね
（
－
当
）
、
辺
（
－
宗
）
、
恩
ひ
（
－
㌶
）
、
涙
（
】
∞
己
、
そ
れ

（
g
亘
、
か
た
ち
（
崇
豆
、
風
（
思
盟
、
顔
（
N
S
）
、
声
（
宗
3
、
女
（
柑
巴
）
、
こ

れ
（
∽
霊
）
、
わ
れ
（
餌
訟
）
、
わ
ざ
（
岩
立
、
身
（
雷
豆
、
官
（
〓
宏
）
、
も
の
（
物

か
t

・
者
）
（
－
怒
3
、
方
（
－
霊
3
、
位
（
－
巴
C
）
、
程
（
－
宗
豆
、
心
（
冒
〓
）
、
人
（
畠

山
∞
）
、
事
（
畠
の
¢
）

㊥
手
箱
T
）
、
才
学
T
）
、
請
三
姿
（
2
）
、
文
才
（
2
）
、
桜
花
（
2
）
、
竜
王

（
2
）
、
紙
絵
写
）
、
物
語
桧
（
2
）
、
白
馬
（
2
）
、
夏
衣
（
3
）
、
腔
月
夜
（
3
）

西
東
（
3
）
、
三
昧
（
3
）
、
厨
重
（
3
）
、
望
み
（
3
）
、
物
憎
み
（
2
）
、
水
塊

（
4
）
、
床
豆
（
書
こ
、
律
（
5
）
、
宇
治
招
（
5
）
、
袈
裟
（
5
）
、
御
は
か
し
（
6
）
、

御
念
諭
望
（
且
、
横
笛
（
6
）
、
唐
柁
（
7
）
、
今
様
（
8
）
、
功
徳
（
1
0
）
、
綿

（
1
1
）
、
狐
（
1
1
）
、
椚
（
1
2
）
、
学
問
（
ほ
）
、
紹
（
1
3
）
、
詑
杜
（
1
4
）
、
移
香
（
1
5
）
、

心
げ
さ
う
（
1
6
）
、
設
け
（
2
0
）
、
ち
ご
（
2
0
）
、
古
人
（
2
1
）
、
重
さ
（
2
1
）
、
あ
つ

か
ひ
（
2
1
）
、
物
い
ひ
（
2
1
）
、
念
仏
（
2
1
）
、
下
衆
（
2
2
）
、
錦
（
2
3
）
、
願
ひ
（
讐

魂
（
望
、
和
琴
（
2
4
）
、
御
修
法
（
聖
、
替
（
翌
、
し
ら
べ
（
翌
、
陵
（
翌
、

欺
き
（
翌
、
悲
し
さ
（
翌
、
行
末
（
聖
、
琵
包
（
翌
、
琴
（
空
、
閻
（
望
、

別
れ
（
4
2
こ
、
物
怪
（
5
1
）
、
中
ら
ひ
（
6
5
）
、
榊
後
見
（
6
6
）
、
招
世
（
6
6
）
、
装
束

（
望
、
用
意
（
望
、
北
の
方
（
－
〇
〇
）
、
乳
母
（
一
－
〇
、
几
張
（
H
盟
、
御
契
り

〇
蓬
）
、
親
（
－
浣
）
、
志
（
－
〓
）
、
心
は
へ
（
巴
一
）
、
世
の
中
（
和
己
）
、
折
（
£
∞
）
、

け
は
ひ
（
加
拐
）
、
有
様
（
の
巴
）
、
け
し
き
（
苫
巴

「
こ
と
」
語
盈

＠
千
年
（
1
1
）
、
あ
る
じ
（
1
3
）
、
雲
居
（
l
〈
望
、
振
舞
（
一
望
、
鰹
（
空
、
初
め
（
7
7
）
、

（昏）

男
（
〓
○
）
、
お
と
（
〓
巴
、
ね
（
－
笥
）
、
罪
三
ヨ
、
そ
れ
（
良
宝
）
、
か
た
ち
（
㌶

（名）

望
、
芦
（
N
笥
）
、
女
（
g
立
、
こ
れ
（
霊
盆
、
限
り
（
訟
一
）
、
方
（
－
誤
コ
、
君
（
－

8
－
）
、
さ
ま
（
－
、
㍉
望
）
、
心
（
彗
舎
）
、
人
（
畠
誌
）
、
こ
と
（
畠
訟
）
、

㊥
を
さ
な
心
（
1
）
、
無
言
太
子
T
）
、
顔
つ
き
（
3
）
、
色
好
み
（
3
）
、
祭
政

（
2
）
、
嬉
し
さ
（
2
）
、
の
ち
の
わ
ざ
（
2
）
、
憤
法
（
2
）
、
忌
む
事
（
2
）
、

僧
坊
（
3
）
、
み
め
（
3
）
、
常
な
さ
（
4
）
、
あ
え
も
の
（
5
）
、
独
住
み
（
5
）
、

さ
と
し
（
5
）
、
垣
間
見
（
6
）
、
蓑
へ
（
6
）
、
焔
（
6
）
、
争
ひ
（
7
）
、
法
服

（
8
）
、
は
か
な
さ
（
8
）
、
す
さ
び
ご
と
（
且
、
読
め
（
9
）
、
御
服
（
ほ
）
、
心

し
ら
ひ
（
1
1
）
、
間
は
ず
が
た
り
（
1
3
）
、
粥
（
1
3
）
、
読
経
（
1
4
）
、
人
聞
き
（
け
）
、

鈍
色
（
1
7
）
、
営
み
（
ほ
）
、
活
ら
（
2
1
）
、
あ
つ
か
ひ
（
2
1
）
、
重
さ
（
2
1
）
、
作
法

（
翌
、
御
加
崇
2
2
）
、
つ
ら
さ
（
空
、
手
習
（
誓
、
修
法
（
聖
、
御
心
惑
ひ

ぐ
わ
ん

（
空
、
調
度
（
空
、
厩
（
2
7
）
、
か
し
こ
ま
り
（
翌
、
ま
じ
ら
ひ
（
一
望
、
廊

（
望
、
悲
し
さ
（
望
、
い
そ
ぎ
（
望
、
望
（
聖
、
よ
ろ
こ
び
（
聖
、
儀
式

（
翌
、
祈
り
（
3
9
）
、
閻
（
空
、
心
ざ
ま
（
亜
）
、
物
思
ひ
（
棉
）
、
中
ら
ひ
（
誓
、

御
後
見
（
聖
、
宿
世
（
望
、
行
ひ
（
誓
、
装
束
（
8
0
）
、
用
意
（
望
、
た
め
し

（
翌
、
す
ま
ひ
（
聖
、
む
す
め
（
〓
巴
、
あ
は
れ
（
－
豊
）
、
野
心
ば
へ
（
N
三
、
筋

（
巴
3
、
世
の
中
（
田
山
0
）
、
け
は
ひ
（
盲
S
）
、
有
様
（
の
′
ノ
望
、
け
し
き
（
さ
S
）
、
心

地
（
箆
巴
、

「
も
の
」
　
「
こ
と
」
共
通
吾
桑

（抒）

⑨
男
（
〓
○
）
、
ね
（
－
望
）
、
そ
れ
（
田
富
）
、
か
た
ち
・
（
豊
豆
、
声
（
g
3
、
女
（
覧

忠
、
こ
れ
（
∽
㍍
）
、
方
（
－
∽
S
O
、
心
（
相
可
舎
）
、
人
（
畠
山
S
）
、
．
こ
と
（
畠
加
盟

28



⑧
読
経
（
1
4
）
、
あ
つ
か
ひ
（
2
1
）
、
憂
さ
（
2
1
）
、
修
法
（
2
4
）
、
悲
し
さ
（
望
、
閻

（
空
、
中
ら
ひ
（
望
、
相
性
（
懸
、
御
後
見
（
聖
、
装
束
（
8
0
）
、
用
意
（
望
－

心
ば
へ
（
巴
－
）
、
世
の
中
（
相
室
、
け
は
ひ
（
山
室
、
有
様
（
雲
台
、
け
し
き

（雲）S）、

枕
草
子「も
の
」
語
彙

㊥
胸
、
心
、
雪
、
男
、
祭
、

未
、
雨
、
畳
、
顔
、
か
さ

校
、
山
吹
、
女
、
人
、
者

春
、
頁
、
秋
、
冬
、
日
、

罪
、
扇
、
糸
、
髪
、
翼
、

月
、
香
、
殴
、
草
、
木
、

こ
と
（
事
）
、
藤
、

（
笠
）
、
所
、
程
、

・
物
、
水
、
舎
人
、

火
、
夜
、
屈
、
仲
、

花
、
子
、
声
、
返
り
ご
と
、

言
葉
、
家
、
法
師
、
牛
、

犬
、
衣
、
神
、
舟
、
齢
、

遺
、
音
、
双
六
、
物
語
、
振

中
、
串
、
野
、
な
で
し
こ
、
桜
、
か
た
ち
、
五

鳥
、
虫
、
そ
れ
、

①
霞
、
琵
琶
、
行
幸
、
か
へ
さ
（
帰
）
、
こ
こ
ち
、
狩
衣
、
賀
導
出
居
、
少
将
、

阿
閻
梨
、
汗
杉
、
数
珠
、
婿
」
従
者
、
調
度
、
桟
、
英
子
、
墨
、
酸
控
、

花
び
ら
、
女
親
、
か
は
ら
け
、
鰐
、
す
き
影
、
御
読
経
、
御
修
法
、
乳
輿

敬
老
、
相
撲
、
梶
、
け
し
き
、
葵
、
か
は
は
り
、
網
代
、
牛
飼
、
産
屋
、
節

分
、
お
こ
な
ひ
、
い
そ
ぎ
、
L
は
ぶ
き
、
碁
、
物
忌
、
む
ら
漬
、
極
楽
、
う

し
ろ
、
ひ
ぢ
か
さ
雨
（
肱
笠
雨
）
、
生
霊
、
荘
衣
姿
、
冊
子
、
ま
ら
う
ど

（
客
人
）
、
ち
ご
、
く
ず
れ
〇
朋
）
、
桁
、
几
張
、
曹
司
、
折
敷
、
棚
厨

子
、
燈
台
、
欠
伸
、
鴨
露
草
、
蜘
蛛
、
文
章
椿
士
、
縫
目
、
蔵
人
、
御
あ
り

き
、
絹
物
、
山
里
、
山
路
、
菖
蒲
、
僧
、
位
、
桧
の
木
、
五
月
雨
、
帝
、
皇

子
、
左
右
の
街
門
の
尉
、
鷲
、
円
座
、
下
前
、

◎
か
り
の
こ
、
抗
の
君
、
毛
技
、
な
め
く
ぢ
、
第
、
遺
戸
厨
子
、
え
せ
者
、
・
舎

利
の
輿
水
ふ
ぶ
き
、
菱
、
餌
袋
、
火
桶
、
鈍
、
掛
買
会
、
人
長
、
雀
の
子

飼
、
凶
余
日
、
三
才
輿
女
主
、
炭
棺
、
地
火
蚊
、
拳
Ⅱ
輿
　
髪
上
姿
、
青

淵
、
谷
の
洞
、
柁
板
、
鉄
、
土
塊
、
暴
風
、
ふ
さ
う
ぐ
も
（
不
祥
雲
）
、
ほ

こ
屋
（
式
屋
）
、
荒
野
ら
、
く
ち
な
は
い
ち
ご
．
鬼
わ
ら
び
、
鬼
と
こ
ろ
、
荊
、
釈

憩
、
い
り
炭
（
煎
炭
）
、
牛
鬼
、
夜
行
姿
、
は
し
た
も
の
、
懸
輿
中
の
餌
、
お

は
ら
き
、
衝
立
障
子
、
か
き
板
、
撞
子
、
銚
子
、
覆
盆
子
、
胡
桃
、
得
業
の

生
、
皇
太
后
宮
の
権
の
大
夫
、
楊
桃
、
大
興
行
啓
、
春
日
詔
、
唐
鏑
、
飾

り
太
刀
、
も
く
ゑ
（
木
桧
）
、
乞
食
、
主
殿
司
、
蝿
、
踪
桐
の
木
、
梨
の
花
、

甥
鴎
、
賀
茂
詔
、
傘
、
童
女
、
合
子
、
走
り
火
、

「
こ
と
」
語
彙

㊤
こ
れ
、
そ
れ
、
人
、
心
、
木
立
、

◎
九
条
の
錫
杖
、
回
向
、

「
も
の
」
　
「
こ
と
」
共
通
語
彙

④
そ
れ
、
人
、
心
、

◎
ナ
シ

㊥
ナ
シ
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三
　
考
　
察

－
　
「
も
の
」
語
彙
・
「
こ
と
」
語
彙
は
、
一
作
品
の
総
語
彙
の
中
で
、
ど

の
よ
う
な
位
置
を
占
め
る
も
の
か
、
に
つ
い
て
、
二
つ
の
観
点
か
ら
考
察
し
た

い
。仰
　
「
も
の
」
語
彙
・
「
こ
と
」
語
彙
に
占
め
る
四
古
典
共
通
語
彙
の
比
率



第
二
責
は
、
作
品
毎
の
「
も
の
」
語
桑
・
「
こ
と
」
語
彙
の
語
彙
且
血
（
異
り

薔
合
計
）
、
な
ら
び
に
、
四
古
典
共
通
語
虫
の
占
め
る
比
率
を
示
し
た
も
の
で

あ
る
。
下
段
の
「
合
計
」
が
、
上
中
段
の
合
計
数
に
合
致
し
な
い
理
由
は
、
両

作
品
共
に
「
も
の
」
語
彙
、
「
こ
と
」
語
発
双
方
に
共
通
し
て
い
る
語
が
あ
る

の
で
、
そ
れ
を
整
理
し
た
ゆ
え
で
あ
る
。

〔
第
二
表
〕

こ
の
裏
に
よ
れ
ば
、
両
作
品
共
に
、
四
古
典
共
通
語
彙
は
、
殆
ん
ど
同
率
を

示
し
、
こ
れ
ら
の
「
も
の
」
薔
致
・
「
こ
と
」
語
糞
が
、
約
3
0
％
と
い
う
四
古

典
共
通
の
基
盤
の
上
に
存
在
す
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

回
　
「
も
の
」
語
彙
・
「
こ
と
」
語
彙
に
含
ま
れ
る
詔
詞
の
度
数
の
分
布
状

態

源
氏
物
語
に
お
け
る
冠
詞
の
儲
用
度
数
を
検
討
し
て
み
る
と
、
度
数
の
の

「
手
持
」
か
ら
、
（
畠
芸
の
「
人
」
に
至
る
ま
で
、
パ
ラ
エ
テ
△
に
富
ん
だ
分

布
を
見
せ
て
い
る
。
（
枕
草
子
は
未
調
査
で
あ
る
が
、
徒
然
草
の
場
合
、
「
徒

然
草
総
索
引
」
時
枝
誠
記
編
に
よ
っ
て
調
べ
た
と
こ
ろ
、
度
数
の
の
「
御
房
」

か
ら
、
（
訟
－
）
の
「
人
」
に
至
る
ま
で
、
や
は
り
同
様
の
傾
向
を
示
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
）

以
上
の
榊
の
二
点
か
ら
、
「
も
の
」
語
彙
・
「
こ
と
」
語
彙
は
、
決
し
て
主

儲
朝
な
偏
向
を
多
く
含
む
も
の
で
は
な
く
、
一
作
品
の
簡
吾
桑
の
傾
向
を
、
か

な
り
正
把
に
反
映
し
て
い
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

2
　
枕
荘
子
の
語
彙
の
う
ち
、
㊦
は
、
前
記
の
と
お
り
、
源
氏
物
語
を
通
じ
て

一
例
も
見
ら
れ
な
い
語
彙
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
枕
草
子
独
自
の
世
界
と

見
ら
れ
る
崇
材
が
こ
こ
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。

「
も
の
」
語
彙
の
約
三
二
・
六
輿
　
「
こ
と
」
語
彙
の
約
二
八
・
六
輿
合
計

的
三
二
・
九
％
が
、
㊨
に
相
当
す
る
。

こ
れ
を
㊤
と
比
較
し
て
み
る
時
、
一
見
し
て
、
㊥
の
特
殊
性
が
抗
え
る
で
あ

ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
「
も
の
」
語
彙
・
「
こ
と
」
語
彙
は
、
作
品
の
語
彙
特

性
を
示
す
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

3
　
第
一
表
に
よ
れ
ば
、
源
氏
物
語
で
は
、
名
詞
と
対
応
す
る
「
も
の
」
　
「
て

と
」
に
限
っ
て
み
る
と
、
「
も
の
」
は
、
二
二
七
輿
　
「
こ
と
」
は
一
六
七
回

に
わ
た
っ
て
、
「
文
刑
処
理
」
的
方
法
の
通
用
を
受
け
、
そ
れ
に
応
ず
る
だ
け

の
名
詞
を
見
せ
て
く
れ
た
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
二
三
七
個
、
一
六
七

個
の
興
り
詔
を
採
集
し
得
た
か
と
言
う
と
、
そ
う
は
言
え
な
い
。
何
故
か
と
言

え
ば
、
同
形
の
語
が
何
度
も
抽
出
さ
れ
た
場
合
が
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
文
型

〔
－
．
B
　
〔
一
．
已
　
〔
P
巴
　
〔
P
畠
　
〔
P
E
に
お
い
て
は
、
「
も
の
」
　
「
こ

と
」
と
い
う
語
詞
自
体
が
、
「
も
の
」
語
彙
・
「
こ
と
」
語
帝
琵
詔
当
し
て
く

る
こ
と
、
等
に
よ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
「
文
型
処
理
」
的
方
法
の
通
関
を
受
け
た
「
も
の
」
　
「
こ
と
」
に

占
め
る
、
「
も
の
」
語
彙
（
異
り
薔
合
計
）
・
「
こ
と
」
語
彙
（
異
り
語
合

計
）
の
比
率
を
調
べ
る
と
、
第
一
二
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
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第
三
裏
に
よ
れ
ば
、
源
氏
物
語
で
は
、
「
も
の
」
と
い
う
語
詞
が
平
均
一
・

八
八
回
、
「
文
型
処
理
」
的
方
法
の
通
用
を
受
け
る
毎
に
、
一
語
の
割
合
で
、
異
り

「
も
の
」
語
詞
が
頭
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
枕
草
子
で
は
、
〇
・
五
回
に

一
語
と
い
う
異
常
な
現
わ
れ
方
を
し
て
い
る
。
こ
の
原
因
と
し
て
は
、
枕
草
子

の
「
～
も
の
は
」
　
「
～
も
の
」
で
始
ま
る
八
〇
段
に
及
ぶ
類
基
部
が
大
き
く
作

用
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
第
二
三
段
（
日
本
古
典
全
書
太
・

9
6
ペ
）
に
は
、
次
の
よ
う
な
叙
述
が
あ
る
。

す
さ
ま
じ
き
剖
　
屈
は
ゆ
る
犬
。
春
の
網
代
。
三
四
月
の
紅
梅
の
衣
。
牛

死
に
た
る
牛
飼
。
ち
ご
亡
く
な
り
た
る
産
屋
。
火
お
こ
さ
ぬ
炭
栂
。
地
火

蛇
。
博
士
の
う
ち
つ
づ
き
女
児
生
ま
せ
た
る
。
方
遠
に
行
き
た
る
に
、
あ
る

じ
せ
ぬ
と
こ
ろ
。

と
い
う
よ
う
に
、
「
も
の
」
が
一
回
用
い
ら
れ
る
に
当
り
、
「
も
の
」
語
彙
の

名
詞
は
、
只
に
八
語
を
数
え
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
事
新
し
く
言
う
ま
で
も

な
く
、
文
体
上
の
特
徴
を
物
語
る
一
現
象
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
仮
に
、
こ
れ
ら
類
基
部
を
除
け
ば
、
ど
の
よ
う
な
変
化
が
起
こ
る

か
を
調
べ
る
と
、
第
二
表
の
「
も
の
」
語
彙
は
三
四
冠
詞
に
減
じ
、
第
三
表
で

は
、
〇
・
八
八
回
に
一
語
詞
の
割
合
、
即
ち
二
三
二
二
％
の
出
現
率
と
な
っ

て
、
そ
の
異
常
さ
の
衰
え
る
こ
と
を
知
る
。

更
に
、
枕
草
子
つ
語
彙
㊤
に
つ
い
て
は
、
「
主
殴
司
」
一
語
詞
を
除
い
て
、

他
は
す
べ
て
、
「
～
も
の
」
で
始
ま
る
類
基
部
に
お
い
て
認
め
ら
れ
た
語
で
あ

る
。
4
　
第
一
表
に
よ
る
と
、
両
作
品
を
通
じ
て
、
「
も
の
」
語
彙
の
名
詞
部
で

は
、
文
型
〔
－
．
〓
〕
が
他
を
抑
え
て
多
数
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ

の
文
型
が
、
「
も
の
」
語
彙
を
産
み
出
す
最
も
有
力
な
母
胎
で
あ
る
と
言
え
よ

ぅ
。
そ
こ
で
、
〔
H
．
〓
〕
お
よ
び
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
貫
に
相
当
す
る
　
〔
－
．
巴

と
を
、
「
罠
重
刑
こ
文
型
と
名
付
け
よ
う
と
思
う
。
こ
の
「
定
糞
刑
こ
文
副
で
一

の
「
も
の
」
が
、
名
詞
語
彙
を
産
み
出
す
全
「
も
の
」
の
中
で
、
ど
れ
だ
け
の
　
3
1

比
率
を
占
め
る
か
を
調
べ
た
の
が
第
四
表
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
一

〔
第
四
表
〕

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
枕
草
子
が
源
氏
物
語
に
比
べ
て
、
二
倍
弱
の
高
率
を
示
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
第
三
妥
「
も
の
」
語
彙
の
田
甥
率
に
見
ら
れ
た
差

の
、
主
た
る
原
因
は
、
・
こ
こ
に
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
も
ま
た
、
甲
ら

か
に
文
体
上
の
問
題
と
亭
っ
べ
き
事
柄
で
あ
る
。

文
体
に
関
し
て
言
う
な
ら
ば
、
源
氏
物
療
か
ら
帰
納
さ
れ
た
文
型
は
、
省
一



表
に
見
る
ご
と
く
、
源
氏
物
語
の
「
も
の
」
で
は
一
五
積
、
「
こ
と
」
で
は
一
七

積
に
わ
た
っ
て
現
わ
れ
る
が
、
枕
草
子
で
は
、
「
も
の
」
　
「
こ
と
」
と
も
に
、

人
種
に
過
ぎ
な
い
、
と
い
う
こ
と
も
ま
た
、
注
目
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
こ
の
画
で
の
源
氏
物
語
の
文
体
の
多
様
さ
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
同

時
に
、
他
方
、
枕
草
子
の
文
体
の
、
こ
の
両
で
の
単
純
さ
右
ニ
試
す
現
象
と
言
え

る
で
あ
ろ
う
。

5
　
第
三
表
の
．
「
こ
と
」
語
彙
の
出
現
率
を
見
る
と
、
「
も
の
」
　
の
場
合
と

は
、
逆
の
現
象
を
呈
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
「
こ
と
」
語
彙
で
の
、
名
詞
と

「
動
詞
」
の
比
率
に
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
「
こ
と
」
が
、
「
文
型
処

理
」
的
方
法
の
通
用
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
導
か
れ
て
く
る
「
こ
と
」
語

彙
は
、
第
一
表
に
見
る
と
お
り
で
あ
る
。
源
氏
物
語
で
は
、
「
名
詞
」
と
「
動

詞
」
が
一
六
七
対
一
二
二
と
い
う
、
「
名
詞
」
の
優
勢
を
元
す
位
が
見
ら
れ
る

が
、
枕
草
子
で
は
、
逆
に
、
l
四
対
二
二
と
い
う
「
動
詞
」
の
優
勢
を
元
す
債

が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
「
こ
と
」
語
彙
の
内
容
上
の
違
い
が
、

「
こ
と
」
語
彙
で
の
名
詞
の
出
現
率
に
反
映
し
た
も
の
と
琴
与
ら
れ
る
。

6
　
か
く
て
、
「
も
の
」
語
彙
の
名
詞
出
現
率
に
お
け
る
枕
草
子
の
優
勢
、

「
こ
と
」
語
彙
の
名
詞
出
現
率
に
お
け
る
源
氏
物
語
の
優
勢
と
い
う
、
両
作
品

の
対
厩
的
傾
向
を
宕
放
し
得
る
の
で
あ
る
。
こ
の
現
象
は
、
作
品
全
体
に
お
け

る
、
「
も
の
」
と
「
こ
と
し
と
の
使
用
度
数
に
も
関
る
事
柄
の
ど
と
く
で
あ

る

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

第
五
表
は
、
保
田
度
数
表
で
あ
る
。
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当
面
関
係
の
あ
る
の
は
、
そ
れ
｛
＼
「
被
修
飾
語
と
し
て
の
用
例
」
　
で
あ

る
。
頂
氏
物
語
で
は
、
「
こ
と
」
が
「
も
の
」
よ
り
約
五
・
七
倍
多
い
が
、
枕

草
子
で
は
、
わ
ず
か
に
一
倍
強
の
差
に
過
ぎ
な
い
。

7
　
第
六
表
は
、
両
作
品
の
共
通
語
彙
一
覧
で
あ
る
。
更
に
、
同
じ
薔
詞
で
も

作
品
に
よ
っ
て
、
ま
た
同
じ
作
品
で
も
場
面
に
よ
っ
て
、
把
也
の
し
か
た
の
異

る
も
の
が
有
る
の
で
、
そ
れ
を
も
一
覧
し
得
る
よ
う
に
し
て
あ
る
。

ま
ず
全
体
と
し
て
気
の
つ
く
の
は
、
「
こ
と
」
這
叩
嚢
が
少
な
く
、
し
か
も
、
純

粋
「
こ
と
」
語
彙
と
で
も
い
う
べ
き
睾
た
｛
ぇ
ば
、
「
も
の
」
語
彙
で
の
2
2

「
法
師
」
以
下
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
語
が
全
く
見
当
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
「
も
の
」
と
「
こ
と
」
の
慧
再
の
違
い
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多

い
ら
し
く
思
わ
れ
る
。

即
ち
、
複
雑
な
現
わ
れ
方
を
示
し
て
い
る
「
1
心
」
か
ら
「
2
1
廊
」
ま
で
の

語
詞
と
、
「
2
2
法
研
」
以
下
の
語
詞
を
比
較
す
る
時
、
前
者
は
、
後
者
に
比
べ

て
、
抽
象
的
な
も
の
、
動
作
性
の
も
の
、
無
形
の
も
の
が
多
く
見
ら
れ
、
後
者

に
は
、
有
形
の
存
在
が
多
く
並
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
、
有

形
の
存
在
が
「
も
の
」
と
し
て
認
識
せ
ら
れ
て
い
る
点
で
、
両
作
品
は
同
様
で

あ
る
と
言
え
る
旬

し
か
し
他
方
、
前
半
の
詔
詞
に
見
ら
れ
る
対
象
把
捉
の
多
様
さ
は
、
こ
こ

に
、
作
者
の
個
性
的
な
対
象
把
捉
を
の
ぞ
か
せ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
想

像
さ
せ
る
に
十
分
で
あ
る
。

「
1
心
」
か
ら
「
3
事
」
ま
で
は
、
両
作
品
と
も
、
「
も
の
」
　
「
こ
と
」
の

両
範
疇
に
入
れ
て
い
る
点
共
通
す
る
。
こ
の
三
語
詞
は
、
悶
例
数
も
他
を
圧
し

て
多
く
、
概
念
も
ま
た
広
い
。
「
4
そ
れ
」
以
下
に
及
ぶ
と
、
洞
氏
物
語
に
限

っ
て
、
「
も
の
」
「
こ
と
」
の
両
範
由
に
入
れ
て
い
る
語
詞
が
多
く
並
び
、
枕

草
子
で
は
、
両
様
の
把
起
の
さ
れ
た
の
は
、
最
初
の
三
例
を
除
け
ば
、
「
4
そ

れ
」
一
語
の
み
で
あ
る
。
し
か
も
、
「
そ
れ
」
と
い
う
代
名
詞
は
、
本
来
、
名

詞
を
も
動
詞
を
も
指
示
し
得
る
語
で
あ
る
ゆ
え
、
「
も
の
」
「
こ
と
」
両
様
に

m
い
ら
れ
て
も
、
不
思
議
は
H
G
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。

殊
に
「
用
抗
癌
」
、
「
ほ
お
こ
な
ひ
」
、
「
1
9
い
そ
ぎ
」
の
三
例
は
、
動
詞

連
用
形
と
同
形
の
、
動
作
性
を
こ
め
た
名
詞
で
あ
っ
て
、
頂
氏
物
語
に
よ
っ
て

わ
た
く
し
の
調
べ
た
と
こ
ろ
で
は
、
か
か
る
名
詞
は
、
本
来
、
「
こ
と
」
吾
桑

に
属
す
る
は
ず
の
も
の
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
裏
に
見
る
ご
と
く
、

枕
草
子
と
源
氏
物
語
と
で
、
は
っ
き
り
し
た
対
立
を
見
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
興

味
深
い
事
実
で
あ
る
。

四
　
む
　
す
　
び

以
上
述
べ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
結
論
を
導
き
出
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
で
あ

ろ
う
か
。

用
「
も
の
」
語
発
・
「
こ
と
」
吾
桑
と
い
う
把
捉
は
、
そ
の
作
品
の
語
彙
特

性
を
把
え
る
上
で
有
効
で
あ
る
。

㈱
「
も
の
」
吾
桑
・
「
こ
と
」
吾
粟
に
は
、
言
霊
車
体
の
個
性
的
な
対
象
把

捉
が
反
映
す
る

の
「
文
刊
処
理
」
的
方
法
は
、
文
体
に
関
る
問
題
と
淡
く
関
係
す
る
。
（
源

氏
物
語
は
、
「
こ
と
」
型
文
体
、
枕
草
子
は
「
も
の
」
烈
文
体
と
で
も
名
付
け

ら
れ
よ
う
。
）

再
「
も
の
」
語
彙
・
「
こ
と
」
吾
桑
の
責
を
、
更
に
増
や
す
方
法
を
探
求
せ

ね
ば
な
ら
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
・
1
2
・
6
）

1

－

広

島

大

学

大

学

院

学

生

1
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